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１．はじめに

　静岡県東部の愛鷹山麓では，後期旧石器時代初頭から

黒曜石が石器石材として利用されていることが分かって

いる．後期旧石器時代初頭については，黒曜石原産地開

発が日本列島への現代人の拡散や現代人的行動の発現と

関連して議論されている（島田 2009）．中でも信州産黒

曜石は，後期旧石器時代には中部・関東地方とその周辺

を含む広い地域で利用された石材であるが，後期旧石器

時代初頭からその利用の詳細が明らかになっているのは

ほぼ愛鷹山麓に限られるといってよい．信州をはじめ原

産地側の状況については，資料が十分でなく，また関東

地方では当該時期にまでさかのぼる信州産黒曜石の利用

を示す資料は限定的である．1 つの地域で連続的に黒曜

石利用の変化を追うことができるという点で愛鷹山麓の

資料は重要な意味をもっている．

　2005 年に調査された追平 B 遺跡でも後期旧石器時代

初頭に位置づけられる石器群が出土し，特に黒曜石製石

器を含むまとまった資料が出土したことから注目され

た．そのため，同遺跡の黒曜石利用を明らかにすること

は愛鷹山麓の石器群の変遷をより明確にするために必要

であると考える．本稿ではまず，追平 B 遺跡の石器群

について，黒曜石原産地推定等の再検討を実施し，その

編年的位置づけを示す．次に再検討の結果を受けて原産

地推定結果に基づく当該期の石材利用について考察する

ことを目的とする．なお，今回の原産地推定の成果は中

村（2011）でその一部 1）を報告したものと同一のもの

である．

　本稿の内容は執筆者による討議の上，3 及び 6-1 につ

いては金成が，それ以外の部分については中村が最終的

な取りまとめを行った．

２．追平 B 遺跡の概要

　追平 B 遺跡は静岡県駿東郡長泉町東野八分平に所在

する後期旧石器時代から縄文時代の遺跡で，長泉町教育

委員会によって調査され報告書が刊行されている（長
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図 1　愛鷹山麓の後期旧石器時代の遺跡と層序

中村雄紀 ほか
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泉町教育委員会 2006）．地形的には愛鷹山南東麓，標高

150mの東西を谷で区切られた尾根上に位置する（図 1）．

愛鷹山南東麓は後期旧石器時代の遺跡が密集する地域で

あり，追平 B 遺跡から尾根伝いに北西に向かうと富士

石遺跡がある他，細尾遺跡，向田 A 遺跡，梅ノ木沢遺

跡など後期旧石器時代初頭の遺跡も多い．

　愛鷹山麓の後期旧石器時代の堆積層に当たる愛鷹ロー

ム上部ローム層は黒色帯とスコリア層とが交互に重なっ

た様相を示し，層位的編年対比の基準となっている．愛

鷹山の南麓側と，追平 B 遺跡が立地する南東麓側とで

は層序に差異があり，上部ローム層最下部の第 IV スコ

リア層は南東麓側では観察されない（愛鷹ローム団研グ

ループ 1969）．また，第 IV ～ VII 黒色帯を画するスコ

リア層の幾つかも，しばしば分層できない場合がある．

報告書では追平 B 遺跡でも第 V ～ VII 黒色帯について

はスコリア層によって分離することができず，「第 V ～

VII 黒色帯相当層」とされている．この第V～VII 黒色

帯相当層はa～cの3層に細分できるとのことであるが，

これと第 V ～ VII 黒色帯の各層との対応関係は明らか

ではない．

　追平 B 遺跡では大きく分けて休場層及び第 V ～ VII

黒色帯相当層から後期旧石器時代の石器群が出土してお

り，それぞれ第 I 文化層，第 II 文化層として報告され

ている．このうち本稿で扱う第 II 文化層の石器群は石

器 773 点，礫 8点から成り，石器のうち 121 点が黒曜石

製である．

３．追平 B 遺跡第 II 文化層の黒曜石製石器の
原産地推定分析

　追平 B 遺跡第 II 文化層の黒曜石製石器について，蛍

光 X 線分析法による原産地推定を実施した．黒曜石製

石器の総数は 121 点であるが，接合資料については基本

的にその一部を分析対象としたため，実際に測定した資

料は 108 点であった．

　蛍光 X 線の測定にはエネルギー分散型蛍光 X 線分析

装置 JSX-3100s（日本電子株式会社製）を用いた．X 線

管球はターゲットが Rh（ロジウム）のエンドウインド

ウ型を使用した．管電圧は 30kV，電流は抵抗が一定と

なるよう自動設定とした．X 線検出器は Si（ケイ素） / 

Li（リチウム）半導体検出器を使用した．試料室内の状

態は真空雰囲気下とし，X 線照射面径は 15mm とした．

測定時間は 240sec である．測定元素は，主成分元素は

ケイ素（Si）， チタン（Ti），アルミニウム（Al），鉄（Fe），

マンガン（Mn）， マグネシウム（Mg），カルシウム（Ca），

ナトリウム（Na），カリウム（K）の計 9 元素，微量元

素はルビジウム（Rb），ストロンチウム（Sr），イット

リウム（Y），ジルコニウム（Zr）の計 4 元素の合計 13

元素とした．また，X線データ解析ソフトには，明治大

学文化財研究施設製 ; JsxExt を使用した．

　原産地推定の方法は望月（1997）に準拠し，原産地推

定のパラメータに Rb 分率｛Rb 強度× 100/（Rb 強度＋

Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝，Sr分率｛Sr強度×100/（Rb

強度＋ Sr 強度＋ Y 強度＋ Zr 強度）｝，Mn 強度× 100/

Fe 強度，Log（Fe 強度 /K強度）を用いた．判別図｛Rb

分率 vs Mn × 100/Fe と Sr 分率 vs Log（Fe/K）｝の作

製，および判別分析を行った．1 σは霧ヶ峰地区西霧ヶ

峰系黒曜石の繰り返し測定による．分析用ソフトウェア

には明治大学文化財研究施設製 ; MDR1.02 を使用した．

日本の黒曜石産出地データベースは杉原・小林（2004，

2006）を使用し，この中から，既存の文献・資料を参考

にして現地調査を行い，石器石材に利用可能と思われる

黒曜石の産出地を選択した．表 1に中部・関東地方にお

ける黒曜石産出地のなかで石器石材を採取（採掘）した

と推定できる原産地を示す．表 2に基準試料の測定強度

比，表 3に各原産地（重点）間のマハラノビス距離を示

した．中部・関東地方における詳細な黒曜石原産地の産

出状況については明治大学古文化財研究所（2011）を参

照していただきたい．

　測定した遺物 108 点のうち，原産地が判別できた遺物

は107点であった（図2; 付表）．原産地推定の結果は，霧ヶ

峰地区和田峠・鷹山系が 80 点（75%）であり，天城地

区柏峠系が 25 点（23%）であった．他に箱根地区畑宿

系が 1点，神津島地区恩馳島系が 1点認められた．

４．追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の再検討

4-1　追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の構成

　石器群は分布から第 1号～第 6号の 6つの石器ブロッ

追平B遺跡出土石器群の再検討
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表 1　関東・中部地方における黒曜石原産地の区分 表 2　関東・中部地方における黒曜石の測定値（強度比）

中村雄紀 ほか
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図 2　追平 B 遺跡の判別図（上：Rb 分率，下：Sr 分率）

中村雄紀 ほか
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クに分けて報告されている．第 1号～第 5号石器ブロッ

クは隣り合って分布し，その東側に約 40m 離れて第 6

号石器ブロックが分布する．第 1号～第 5号石器ブロッ

クの石器群はホルンフェルスが主体であり，第 6号石器

ブロックの石器群は黒曜石が主体と利用石材の構成が異

なっている．第 1号～第 5号石器ブロックにおいてはブ

ロック間の接合が認められる一方，第 6号石器ブロック

はブロック内で完結する接合しか確認されていない．

　以上のことから，第 II 文化層の石器群は第 1 号～第 5

号石器ブロックと第 6号石器ブロックとの 2つに分けて

捉えることができる．この 2つの石器群について石器の

器種別，石材・原産地別組成を示すと表 4・5 の通りで

ある．器種分類については本稿の作成に当たり再検討を

実施したため報告書とは異なる器種に分類した石器があ

る．該当する石器はのうち，黒曜石製石器については付

表中の器種に「*」付きで示し，非黒曜石製石器につい

ては以下の本文・註で記載している 2）．

4-2　第 1 号～第 5 号石器ブロックの石器群

　第 1号～第 5号石器ブロックの石器群は 602 点の石器

から成る．石器の分布は，5つのブロックのうち第 1号・

第 2号石器ブロックと第 4号・第 5号石器ブロックとを

それぞれ 1 つの集中部として捉えて，径 5 ～ 7m の範囲

を核とする 3つの石器集中部から成ると見なすこともで

きそうである．接合資料はホルンフェルス製石器で 32

個体確認されており，集中部間に及ぶ接合も少なくない

ことから比較的近い時期に残された一括資料として捉え

てよいと考えられる（図 3）．

　二次加工のある石器の割合が低く，石核と合わせても

全体の 3％に満たない（表 4）．但しこれは表面が風化・

劣化しやすいホルンフェルスが主たる石器石材となって

いることも影響すると考えられる．基部加工尖頭形石器

とした石器（図 4-1）は黒曜石の縦長剥片を素材とし，

左側縁基部に二次加工（但しこの部分には新たな欠損に

よる可能性が高い剥離もある）があり，右側縁には刃毀

れ状の微細剥離が認められる．台形様石器とした石器

（2）は左側縁に裏面側への二次加工が認められるが，右

側縁上部が欠損するなど全体形は不明瞭である．ホルン

フェルス製の石器としては掻器・削器類（3～ 7）があり，

厚手の剥片を素材とする掻器（3）や鋸歯縁削器（4）と，

比較的薄手のものとがある（5～ 7）．また，円礫を端部

から剥離した石核がある（8・9）．8 は両端から剥離が

行われているが，いずれの剥離面も鋭角を成し，礫器の

可能性もある．なお，剥片剥離はこうした単設打面から

の剥離に限られるわけではなく，90 度の打面転位など

も認められる（10・11）3）．

　石器石材の構成を見ると，大部分にあたる 583 点がホ

ルンフェルス製で，黒曜石製は残りの 19 点にとどまる．

図 3　第 1 ～ 5 号石器ブロックの遺物分布と接合関係

追平B遺跡出土石器群の再検討
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表 4　第 1 ～ 5 号石器ブロック組成表

図 4　追平 B 遺跡第 II 文化層第 1 ～ 5 号石器ブロックの出土石器

中村雄紀 ほか



― 9―

黒曜石の半数以上は柏峠産で，類似した外見的特徴の剥

片がまとまって出土しており，柏峠産黒曜石については

遺跡内で剥片剥離が行われた可能性も考えられる．和田

峠・鷹山系黒曜石は 5 点出土しているが，最大長 2cm

以下の小型の資料に限られる．石核とした石器が 1点あ

るが，小型の角礫片から長さ 1cm 程度の剥片が剥離さ

れているもので，石器素材製作に関わるものかは疑問で

ある．畑宿産，恩馳島産黒曜石とともに遺跡内での石材

消費の証拠が乏しい．

4-3　第 6 号石器ブロックの石器群

　第6号石器ブロックの石器群は171点の石器から成る．

接合資料は和田峠・鷹山系黒曜石 4個体，柏峠系黒曜石

3 個体，ホルンフェルス 2 個体，ガラス質黒色安山岩，

凝灰岩各 1 個体確認されている．遺物分布は径 8m の範

囲に大部分がまとまりつつその周囲にも散漫に分布する

状況を示し，接合資料も含めて径 15m 程度の範囲内に

収まる（図 5）．

　二次加工のある石器は全体の約 13％である（表 5）．

台形様石器は，整った平坦加工による斜刃のもの（図

6-1），縦長の素材の両側縁を錯向調整したもの（2・3）

と，矩形の剥片の一部を加工したもの（4～ 6）とがある．

また，打製石斧に分類される石器（15）が 1点ある．風化・

劣化が激しい資料であるが両側縁がゆるやかに開き，厚

みのある形態を呈する．この他，掻器（7），削器（8・9），

錐形石器（10・11），楔形石器（12）などが出土している．

　石材では黒曜石が 102 点を占め，そのうち 81 点が和

田峠・鷹山系である．第 1～ 5号石器ブロックと異なり

黒曜石の接合資料（16 ～ 18）が複数存在し，ある程度

の剥片剥離が行われていたことは確実であろう．

図 5　第 6 号石器ブロックの遺物分布と接合関係

表 5　第 6 号石器ブロック組成表

追平B遺跡出土石器群の再検討
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５．愛鷹山麓の後期旧石器時代初頭の石器群と
追平 B 遺跡第 II 文化層

　追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群は全て第 V ～ VII 黒

色帯相当層から出土したものとして報告されているが，

それ以上の細かい層位的位置づけ（第 V ～ VII 黒色帯

相当層 a ～ c の各細分層との対応関係など）は示されて

おらず，厳密な層位的位置づけや，第 1～ 5号石器ブロッ

クと第 6号石器ブロックとの層位的関係などは明らかで

はない．そこで，周辺の遺跡の石器群と対比して石器群

の時期を示しておく．

　愛鷹山麓の第 V 黒色帯までの石器群の変遷は，おお

よそ 3つに区分して捉えられる（中村 2012）．

　現在，愛鷹山麓で最古に位置づけられるのは井出丸

山遺跡第 I文化層の石器群（図 7-1 ～ 6; 沼津市教育委員

会 2011）で，第 VII 黒色帯の下位の第 IV スコリア層を

出土層位とする．定型的な石器は少なく，基部加工尖頭

形石器（図 7-1, 2），台形様石器（3），鋸歯縁削器（4・

5）など削器類，及びホルンフェルスの円礫を端部から

打ち割った礫器あるいは石核（6）などが見られる．追

平 B 遺跡第 II 文化層第 1 ～ 5 号石器ブロックはこの石

器群に近いものとして位置づけることが可能であろう．

井出丸山遺跡，追平 B 遺跡以外では量的にまとまった

資料がないが，ホルンフェルス円礫の礫器あるいは石

核や剥片類などは第 VII 黒色帯下部の出土とされる秋

葉林遺跡第 I 文化層（図 7-7; 静岡県埋蔵文化財調査研

究所 2009b）や的場遺跡（静岡県埋蔵文化財調査研究所

2010b）などでも出土している．井出丸山遺跡第 I 文化

層では放射性炭素年代測定により 38000-37000 cal BP 前

後と，愛鷹山麓で最古となる年代値が得られている．

図 6　追平 B 遺跡第 II 文化層第 6 号石器ブロックの出土石器

中村雄紀 ほか
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図 7　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯の石器群
井出丸山遺跡第 I文化層 (1 ～ 6)、秋葉林遺跡第 I文化層 (7)

図 8　第 VII・VI 黒色帯の石器群
富士石遺跡第 I文化層石器集中1(1～ 5)，中見代第 I遺跡BBVI(6・7)．
富士石遺跡第 I文化層石器集中 2・3(8 ～ 10)

図 9　第 V 黒色帯の石器群
中見代第 I遺跡第 I 文化層 (1 ～ 7)、西洞遺跡 b区 BBVI 直上文化層 (8 ～ 15)

追平 B遺跡出土石器群の再検討
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　これらに続いて現れたと考えられる第 2の石器群は第

VII 黒色帯～第 VI 黒色帯を出土層位とするもので，代

表的なものとしては富士石遺跡第 I 文化層（図 8-1 ～ 5, 

8 ～ 10; 静岡県埋蔵文化財調査研究所 2010c）の石器群

がある．基部加工尖頭形石器（8・9）や台形様石器（1

～ 4, 10）が出土しており，台形様石器については平坦

剥離が発達したものが認められる．また，一部では斧形

石器も出土する．その他，富士石遺跡第 II 文化層（静

岡県埋蔵文化財調査研究所 2010b）や中見代第 I 遺跡第

VI 黒色帯（図 8-6・7; 高尾 1994）などの石器群がある．

　第 3 は第 V 黒色帯を出土層位とする石器群である．

出土層位としては第 V 黒色帯下部からその下位のスコ

リア層にまとまる傾向がある 4）．台形様石器には平坦

加工の発達した整った形態のものが見られるようにな

る．また，斧形石器がほとんどの遺跡で出土する．扁平

な形態が基本であり，破損品が多いが刃部磨製のもの

の割合が高いようである．中見代第 I 遺跡第 V 文化層

（図 9-1 ～ 7; 沼津市教育委員会 1989a），西洞遺跡 b 区第

VI 黒色帯直上文化層（図 9-8 ～ 15; 沼津市教育委員会

1999），西洞遺跡第 I文化層（静岡県埋蔵文化財センター

2012a），土手上遺跡（沼津市教育委員会 1998）などが

挙げられる．台形様石器には I 類（佐藤 1988）の精製

品にあたる，比較的大型で両側縁からの平坦加工が発達

した型のもの（図 9-1・2・8・9）がしばしば見られる．

また，扁平な形態の打製石斧（7）や刃部磨製石斧（15）

もこの時期の石器群では一般的な石器である．

　追平 B 遺跡第 II 文化層第 6 号石器ブロックの石器群

は上記の第 2・第 3 のグループに近い内容をもつ．錯向

調整による台形様石器は第 2のグループに見られるのと

類似する点，打製石斧は第 3のグループの石器群で多く

出土している扁平な形態のものではなく，第 2のグルー

プの一部の遺跡で出土している厚みのある形態のもので

あることから，第 2 のグループすなわち第 VII ～ VI 黒

色帯に対比される可能性が高い．

６．愛鷹山麓における後期旧石器時代初頭の石
器石材利用

6-1　愛鷹山麓の後期旧石器時代初頭の石器群に
見られる黒曜石

　今回提示した追平 B 遺跡の石器群の分析結果を他の

石器群のデータと合わせて，愛鷹山麓の後期旧石器時代

初頭における石材利用について考察を行う．表 6 は第

IV スコリア層から第 V 黒色帯にかけての石器群の石材

組成を集成したものである．追平B遺跡の場合と同様に，

同一文化層として報告されている資料群でも，分布や接

合関係などから一まとまりの資料として捉えられる場合

以外は分離して集計した（「石器集中外」，「石器集中な

し」とした資料を除く）．また，一部の零細な石器群を

割愛する一方で，同時期の箱根山麓の資料である初音ヶ

原 A 遺跡（望月 1999）と生茨沢遺跡（静岡県埋蔵文化

財調査研究所 1999）とを加えて示した．

　ここに関係する遺跡の黒曜石原産地分析は追平 B 遺

跡が明治大学古文化財研究所，井出丸山遺跡が沼津市文

化財センター，それ以外が望月明彦・沼津工業高等専門

学校名誉教授によるものである．いずれもエネルギー分

散型蛍光 X 線分析によるものであるが，分析者または

分析が実施された時期により産地の区分や名称が異な

る．表 6に示した産地名はそれを適宜読み替えて集約し

たものであり，それらの対応関係を示すと表 7の通りで

ある．例えば明治大学古文化財研究所の分析で「西霧ヶ

峰系」としているものは望月氏らの「諏訪星ヶ台群」に

対応し，「和田峠 I 系」としたものは望月氏らの分析で

は和田小深沢群や和田土屋橋北群に分けられている．こ

の中で問題となるのは「箱根系」として集計したもので，

望月氏による箱根黒岩橋群（旧・箱根系A群）及び「箱

根系不明」とされたもの（土手上遺跡 BBV 第 I 地点の

石器 12 点）を含めている．明治大学古文化財研究所の

原石サンプルには望月氏らの箱根黒岩橋群に記載岩石学

および岩石化学的に類似する原石は採用されていない．

明治大学古文化財研究所（2011）に記載している黒岩橋

産の黒曜石は，畑宿のものと同一のテフラ層（真鶴軽石

層 ; 町田ほか 1974，高橋ほか 2006）である可能性が高

い軽石凝灰岩中に含まれ，畑宿産黒曜石とほぼ同一の化

中村雄紀 ほか
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学組成を示す（長井ほか 2011）ものである．そのため

望月氏らの箱根黒岩橋群とは異なるものと考えられる．

望月氏らの分析に類似する結果としては，飛田給北遺跡

第 9 地点の分析結果（杉原ほか 2011）が挙げられ，原

産地推定の判別図上で畑宿系，鍛冶屋系とは異なる領域

にプロットされる原産地不明の一群がある．よって，現

時点での明治大学古文化財研究所の分析では箱根黒岩橋

群と 1対 1で対応する結果が出ることはない．このため

「箱根系」とした黒曜石は表 6・7では別個に示してある．

6-2　愛鷹山麓の後期旧石器時代初頭における石
材利用の変遷

6-2-1　愛鷹山麓の後期旧石器時代初頭の石器群にお

ける利用石材

　分析によって産地が判明している黒曜石を含めて，愛

鷹山麓の後期旧石器時代の遺跡群で利用されている石材

を愛鷹山麓との位置関係で分類すると，おおよそ以下の

3 つに分けることができる．第 1 に，愛鷹山麓周辺で採

取される石材で，これには富士川系ホルンフェルス，箱

根山の黒色安山岩や黒曜石（畑宿産），伊豆の黒色安山

岩や黒曜石（柏峠産）などが含まれる 5）．第 2 に北方の

中部高地方面から持ち込まれる石材があり，信州中部高

地の各産地（和田峠・鷹山，西霧ヶ峰，麦草峠・冷山な

ど）の黒曜石がこれに当たる．第 3に南方から持ち込ま

れる石材があり，神津島（恩馳島）産黒曜石がこれに当

たる．第 1の石材が産地から遺跡までが比較的短距離の

ものであり，第 2・3 の石材は長距離の移動を経て遺跡

に持ち込まれたものである．

　表 6の石材組成を，これら 3つの地域に分けて捉える

と，第 IV スコリア層から第 V 黒色帯までの各時期を通

して多数を占めるのは第 1の愛鷹山麓周辺地域の石材で

あり，それに対して愛鷹山麓からは遠隔地に当たる第 2・

3 の地域の石材の利用状況により大きな変化が窺える．

以下では，第 5節で述べた石器群の変遷に対応する形で

石材利用の変遷についてまとめる．

6-2-2　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯の石器群

　第 IV スコリア層～第 VII 黒色帯下部の石器群につい

ては，石器石材は基本的には愛鷹山麓周辺で採取可能な

ホルンフェルスが主体である．黒曜石が出土している石

器群としては井出丸山遺跡第 I 文化層，追平 B 遺跡第

II 文化層第 1 ～ 5 号石器ブロック，元野遺跡第 IV スコ

リア層・第VII 黒色帯の石器群があり，ホルンフェルス

主体の石器群に黒曜石が少数伴っている．黒曜石は信州，

畑宿，柏峠，神津島といった産地のものがあり，愛鷹山

麓に後期旧石器時代の遺跡が出現する時点で主要な黒曜

石原産地がすでに利用されていたことが分かる．しかし，

第 IV スコリア層から第 VII 黒色帯下部ではいずれの石

器群でも黒曜石の利用は限定的である．信州産あるいは

神津島産黒曜石や井出丸山遺跡第 I 文化層で 1 点出土し

た下呂石など，これらの遠隔地からもたらされた石材は

単独あるいは少数ずつの出土であり，遺跡内で剥片剥離

等が行われた痕跡が乏しく，消費の最終段階の状態と言

える．その後の時期の利用状況から見ても愛鷹山麓から

恒常的に石材獲得が行われていた可能性が低い下呂石 6）

の存在が解釈を困難にしているが，信州方面や神津島方

表 7　原産地区分の対応関係

中村雄紀 ほか
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面からの石材の搬入がありながらも石器製作は富士川系

ホルンフェルスをはじめとする愛鷹山麓周辺の石材で行

われている状況である．

6-2-3　第 VII ～ VI 黒色帯の石器群

　この時期の石器群は，追平 B 遺跡第 II 文化層第 6 号

石器ブロックのように，1 か所の石器集中にまとまり，

出土石器は多くても 200 点超程度に収まる．信州産黒曜

石により剥片剥離が行われたと見なせる遺跡が複数認め

られ，富士石遺跡第I文化層石器集中1，同・石器集中2・3，

追平遺跡第 II 文化層第 6 号石器ブロックなどで和田峠・

鷹山系の黒曜石が利用されている．また，中見代第 I 遺

跡第 VI 黒色帯の石器群のように神津島産黒曜石が主体

となる石器群も存在する．消費途上の石核や素材剥片な

どが搬入され，石材の消費が行われたものと捉えられる．

但し，多くの遺跡で愛鷹山麓周辺の石材が半数かそれ以

上を占め，石器石材の主体となっている点は変わらない．

6-2-4　第 V 黒色帯の石器群

　第 V 黒色帯では遺跡規模が大きくなり，第 VII ～ VI

黒色帯の石器群では見られなかった石器点数が 300 点を

超す遺跡が多数見られるようになる．利用石材について

は全体として愛鷹山麓周辺の石材の比率が高い一方で信

州産黒曜石や神津島産黒曜石により剥片剥離が行われた

と見なせる遺跡が存在するという状況である．但し，遺

跡規模が大きくなったにもかかわらず信州産黒曜石は，

1 遺跡あたり多くても 100 点を少し超える程度と見込ま

れ 7），第 VII ～ VI 黒色帯の石器群と大差ない量しか消

費されていない．また信州産黒曜石は西霧ヶ峰系や麦草

峠・冷山系が利用され，第 VII ～ VI 黒色帯の石器群で

利用されていた和田峠・鷹山系の黒曜石はほとんど見ら

れなくなる．一方，畑宿系や柏峠系といった愛鷹山麓近

傍に産する黒曜石については数百点出土する事例が見ら

れる．神津島系黒曜石についても土手上遺跡第 III 地点

など，出土数が多い遺跡が認められる．その他，ガラス

質黒色安山岩や水晶，凝灰岩類など，第 VII ～ VI 黒色

帯の石器群では僅かまたはほとんど見られなかった石材

の利用も増加している．愛鷹山麓周辺の石材を中心に，

利用石材の多角化が進んでいる状況と言える．

　石器群の大規模化からは遺跡の利用頻度の増加が推定

され，また箱根山麓にも確実に遺跡の分布が広がるのも

この時期である．利用石材の多角化は愛鷹山麓周辺地域

の資源開発が強化された結果として捉えられる可能性が

高い．

７．まとめ

　愛鷹山麓の後期旧石器時代初頭の石器群の利用石材

は，石器群の変遷とともに以下の 3段階で変遷している

ことが確認された．

　現時点で愛鷹山麓最古段階と考えられる第 IV スコリ

ア層～第 VII 黒色帯下部の石器群では信州や神津島など

各産地の黒曜石がすでに利用されていたが，その量は非

常に限られていた．追平 B 遺跡第 II 文化層第 1 ～ 5 号

石器ブロックの石器群はこの時期の様相を代表する石器

群の 1つである．

　第 VII ～ VI 黒色帯では愛鷹山麓の遺跡で信州産黒曜

石や神津島産黒曜石によって剥片剥離が行われるように

なり，これら愛鷹山麓外からの石材が本格的に利用され

るようになったものと考えられる．追平 B 遺跡第 II 文

化層第 6号石器ブロックの石器群はこの時期に位置づけ

られ，信州産（和田峠・鷹山系）黒曜石による剥片剥離

が行われた石器集中が残されている．

　第 V 黒色帯では，石器群の規模が大きくなるととも

に，ガラス質黒色安山岩，畑宿産黒曜石，柏峠産黒曜石

といった愛鷹山麓周辺の石材，及び神津島産黒曜石など

の利用が増加しており，利用石材の多角化が進んでいる．

　第 IV スコリア層から第 V 黒色帯までに見られる石材

利用の変化は石材産地の開発に連動した変化と考えられ

る．早くから信州や神津島を含む黒曜石が利用されてい

る一方，ガラス質黒色安山岩をはじめ様々な石材が本格

的に開発されるのは遺跡が増え，規模も大きくなる第V

黒色帯期まで下ることが分かった．特にガラス質黒色安

山岩は黒曜石，ホルンフェルスと並んでこの後石器石材

として主要な位置を占める石材である．後期旧石器時代

の石器群の基盤となる石材が本格的に開発されて出そろ

うのが第 V 黒色帯であり，追平 B 遺跡第 II 文化層の 2

つの石器群はそこまでの移行過程を示す資料として位置

追平B遺跡出土石器群の再検討
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づけられる．愛鷹山麓においては石材利用から見ると後

期旧石器時代的石器群の形成が第 IV スコリア層から第

V黒色帯にかけて漸移的に進展したと評価できる．
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註
 1）中村（2011）では産地ごとの点数集計結果と台形様石器

等の主な石器の分析結果とを報告している．
 2）追平 B 遺跡第 II 文化層の石器群の分類については廣瀬

ほか（2006），岩宿博物館（2006: pp.14-15）の記述も参
考にした．

 3）報告書では図 4-4・6 の鋸歯縁削器は鋸歯縁石器，7 の削
器はノッチとされている．また報告書第 28 図 42 の鋸歯
縁石器は本稿では削器に分類している．

 4）西洞遺跡 b区（沼津市教育委員会 1999）の石器群は「第
VI 黒色帯直上」出土と記載されているが，これは遺物
が第 VI 黒色帯のすぐ上の層から出土したことを示すも
のである．この場合も実際には第 V 黒色帯下部からそ
の下位のスコリア層から石器群が出土しており，「第 V
黒色帯」から出土したとされる石器群とは層位的な差は
ない．少なくとも「第 VI 黒色帯」出土の石器群よりは
層位的に新しく位置づけられるべきものである．

 5）愛鷹山麓周辺で利用された主要石材であるガラス質黒色
安山岩やホルンフェルスの産地については池谷・望月
（1998），前嶋・森嶋（2003, 2005）などにまとめられている．

 6）下呂石は井出丸山遺跡以外の愛鷹山麓の遺跡では塚松遺
跡（4 点） （静岡県埋蔵文化財調査研究所 2008b），富士
石遺跡（3 点） （静岡県埋蔵文化財センター 2012b），丸
尾北遺跡（1 点）（静岡県埋蔵文化財調査研究所 2009c）
で出土したとされている．これらはいずれも縄文時代の
包含層からの出土である．

 7）産地不明とされる資料があるため正確な点数は不明であ
る．仮に産地が分かっている資料の産地別比率から類推
すると，例えば土手上遺跡第 I 地点では産地が判明した
資料のうち信州産黒曜石が約 7.9％でこれを黒曜石の総
数と掛けると約 111 点，清水柳北遺跡では信州産黒曜石
が約 92.2％で黒曜石の総数と掛けると約 119 点と見込ま
れる．
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付表　追平 B 遺跡第 II 文化層の黒曜石製石器の原産地推定分析結果
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Oudaira B Revisited: Lithic raw material exploitation
at the foothills of Mt. Ashitaka

during the Initial Upper Palaeolithic

Yuuki Nakamura1* and Tarou Kannari2

Abstract

 Oudaira B is an Upper Palaeolithic site at the foothills of Mt. Ashitaka in the Shizuoka Prefecture, central Japan. 

This paper revisits the distribution and classification of stone tools, as well as the obsidian provenance using X-ray 

fluorescence analysis (XRF). The lithic industries of Oudaira B Cultural Layer II are divided in two assemblages based on 

their technological characteristics and location in the field: the lithic concentrations No.1-5 and No.6. 

 At the foothills of Mt. Ashitaka, scoria and Black Band layers (humic soil layers) were alternatively deposited, a 

geological phenomenon that helped to establish the chronology of the lithic assemblages. The lithic concentrations No. 

1-5 are attributed to the first phase of the Upper Palaeolithic, which ranges from scoria layer IV to the lower part of 

Black Band VII. A few types of obsidian were already being exploited during this phase. The lithic concentration No. 6 is 

presumed to be contemporaneous with the second phase, i.e. industries from Black Band VII and VI. Obsidian from the 

Central Highlands (Nagano Prefecture) was transported to the foothills of Mt. Ashitaka and used intensively. Thereafter, 

during the third phase, the industries from Black Band V contained a wide variety of lithic raw materials. Almost all kinds 

of lithic raw materials used in the Upper Palaeolithic in the region of Mt. Ashitaka were exploited during this phase. 

Keywords: obsidian; lithic raw materials; Initial Upper Palaeolithic; the foothills of Mt. Ashitaka 
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